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B.パソコンで色をぬる

「フォトショップ」（Photoshop）というソフトで、絵に色をぬります。

フォトショップを起動します。

デスクトップの「Photoshop」のアイコンをダブルクリックして、ソフトを起動します。

メニューの「ファイル」－「開く」を選びます。

どのファイルを開くのか、を選ぶウインドウが出てきます。

開く場所が「デスクトップ」になっていない時は、右側の

「デスクトップ」ボタンをクリックします。

デスクトップにある、さるとびくんの絵のファイ

ル「SARUTOBiくん」をクリックして選んで、

「開く」ボタンをクリックします。

（あとで自分の作品を作る時は、自分が色ぬ

りをしたいファイルを選んで開いてください）

「SARUTOBiくん」のファイルが開かれて、表示されました。

●フォトショップで絵を開く

B.パソコンで色をぬる



B.パソコンで色をぬる

B-2

●ぬりつぶしツールで色をぬる

フォトショップには、いろいろな道具（機能）があります。

まず、「ぬりつぶしツール」を使ってみます。

画面左のツールボックスの中の「ぬりつぶしツール」ボタン

をクリックします。

ツールボックス

絵の上にポインタを持っていくと、バケツのマークに変わります。

色をぬりたい場所にバケツを持っていってクリックすると、その

部分（線で囲まれた部分）に色がぬれます。

次に、ぬる色を選びます。

右側にいくつか出ているパレットの中の「スウォッチ」をクリックし

て、使いたい色をクリックして選びます。

「色見本」の代わりに「カラーピッカー」を使うと、もっと細かく
色が選べます。カラーパレットをダブルクリックしてみましょう。

※線で囲まれていない部分でクリックすると、色が外へ流れ

出してしまいます。注意しましょう。

まちがえてぬってしまった時は、あわてないで、メニューの

「編集」－「取り消し」を選ぶと、一手前に戻せます。

（これはどんなツールでも有効です）

残念ながら何手も戻せないので、注意してください。
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「カラーピッカー」が出てきます。
好みの色の場所にカーソルを動か
して、「ＯＫ]にすると、パレットにそ
の色が取れます。
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●ファイルを保存する

絵をぬり終わったら、その絵のファイルを保存しましょう。

メニューの「ファイル」－「別名で保存」を選びます。

保存する場所を選ぶウインドウが出てきます。

保存する場所は「デスクトップ」です。「デスクトップ」に

なっていない時は、右側の「デスクトップ」ボタンをクリッ

クします。

保存するファイルの名前をキーボードで入力します。

今回は、色塗りの練習なので
「sarutobi2」とつけて
一番最初の線画とはべつの名前にしておきましょう。

ファイルの名前が入力できたら、右下の「保存」ボタン

をクリックして保存します。

絵をぬっている途中でも、ときどきファイルを保存するよ

うにしましょう。

（最初は「別名で保存」で保存しておくと、二回目から

は、メニューの「ファイル」－「保存」を選べば、ファイル

の名前を入力しなくても同じ名前で保存されます）

パソコンの調子が悪くて途中で止まったりしてしまうと、

保存していなければそれまでの色ぬり作業が消えてなく

なってしまいます。

ファイルの名前の下の「ファイル形式」は

「Photoshop」（*.psd）にします。

なっていない時は、下向き三角ボタンをクリッ

クして、「Photoshop」を選んでください。
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●ほかのツールで色をぬる

ぬりつぶしツールを使うと、その部分が全部一つの

色でぬられてしまいます。

細かくぬりたい時は「鉛筆ツール」または「ブラシツ

ール」を使います。

まず、ツールボックスの中の「鉛筆ツール」ボタンをク

リックして選びます。

画面右のパレットの「スウォッチ」で使いたい色を選び、

上のオプションで線の太さを選びます。

絵の上にポインタを持っていくと鉛筆のマークにな

ります。マウスのボタンを押しながらマウスを動かす

と、色がぬれます。

「ブラシツール」（筆）も使い方は鉛筆ツールと一緒で

す。違いとしては、オプションでぼかしの筆を

選ぶと、ぼかしたタッチで描くことができます。
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まちがえてぬってしまった時は、「消しゴム」ツール

を使います。

ツールボックスの「消しゴムツール」ボタンをクリック

します。

画面上のオプションから、消しゴムの太さを選びます。

絵の上にポインタを持っていって、マウスのボタンを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

押しながらドラッグして、ゴシゴシと消します。

細かいところをぬったり消したりしたい時は、ズー

ムツール（虫めがね）を使います。

ツールボックスのズームツールのボタンをクリック

して、絵の上にポインタを持っていくと、「＋」がつ

いた虫めがねのマークになります。マウスのボタン

をクリックすると、絵が拡大表示されるので、大きく

したところで色をぬってください。

元通りに小さくしたい時は、キーボードの「Alt」

（アルト）キーを押しながらマウスのボタンをク

リックすると、小さくなります。
○ほかのツールを選んでいるときは
「ｚ」キーを押すと、虫めがねツールになります。

消しゴムツール

鉛筆ツールやブラシツールで、マウスでの操作が

やりにくかったら、タブレットを使ってみましょう。

板の上でペンで描いてやると、その通りにポインタ

が動いて、色がぬれます。

鉛筆ツールやブラシツールを使っている時に、ペ

ンをひっくり返して後ろ側のボタンを使うと、消しゴ

ムになります。

●タブレット

虫めがねツール

手のひらツール 大きくなった画面を、移動するときに使います。
ドラッグすると、その方向に画面が移動します。

○また、他のツールを選んでいるとき
「スペース」キーを押したままドラッグすると
手のひらツールと同じように、画面が移動します。
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●レイヤーを使う

鉛筆ツールやブラシツールで色をぬると、元の絵の線がぬりつぶされて消えてしまいます。

「レイヤー」の機能を使うと、元の絵の線を残したままで色がぬれます。

フォトショップの機能の中で一番むずかしい部分ですが、レイヤーが使えるようになると、と

てもきれいな絵が作れます。がんばりましょう。

「レイヤー」とは「層」（そう）という意味です。ちょうど

地層（ちそう）が重なっているように、透明なシートを

何枚も重ねて、１つの絵を作る機能です。

これを使うと、別々に描いてある絵を重ねて合成し

たりすることができます。

まず、このレイヤーの機能を試してみましょう。

メニューの「ファイル」－「開く」を選んで、色を

ぬりたい絵を開きます。

画面右の「レイヤー」パレットを見てください。「背景」

というレイヤーが表示されています。今は１つのレイ

ヤーしかありません。

パレット下の新規レイヤー作成ボタンをクリックします。

すると、新しいレイヤー「レイヤー１」ができ、そのレイ

ヤーが色がついて表示されます。この色のついたレ

イヤーが、現在作業しているレイヤーです。

この「レイヤー１」が作業中の状態で、鉛筆、ブラシ、

消しゴムツールを使って、何か描いたり消したりしてみ

ましょう。

レイヤー１で描いたり消したりしても、その下の背景レ

イヤーには影響しないことがわかります。

全体の絵

背景のレイヤー

キャラクターの
レイヤー
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●レイヤーを使って、主線を残す

B.パソコンで色をぬる

レイヤーを使って色をぬっているうちに、
下の黒い線が見えなくなってきてしまいます。
ここからは、
黒い線をちゃんと残しながら色を塗る方法を
説明します。

「背景」レイヤーをドラッグして、
図の、四角いマークのところで
指をはなします。

新しいレイヤー
「背景のコピー」ができあがりました。

「背景のコピー」レイヤーを
「レイヤー１」の上に
ドラッグします。

せっかく色を塗ったのに
白黒画面に
もどってしまいました。
でも、大丈夫です。

→



B.パソコンで色をぬる

B-8

左上のレイヤーオプションを
「通常」を「乗算」に変えると
「背景のコピー」が透明になって
ひとつ下の、レイヤー１の色が
あらわれます。

色塗りは、
下の「レイヤー１」で作業しましょう。

「背景のコピー」のままで作業すると
全部透明になってしまうので
気をつけましょう。

もし、不安ならば
レイヤーの名前が書いてある上に
カギのマークがあります。
これをクリックすると
そのレイヤーにはカギがかかり
それ以上、かきこめなくなります。
「背景のコピー｣には
カギをかけてしまうのをおすすめします。

外すときは、またカギのマークをクリックしてください。　
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それぞれのレイヤーを選んで、左上の「ロック」の透明部分
をオンにしておくと、
それ以外のところには、色が入りません。

左の図は、わかりやすいよう
に、レイヤー１（線画）と
「karada」レイヤーだけ表示
しています。
（それぞれのレイヤーの左に
ある「目のマーク」をクリッ
クすると、表示をオン/オフで
きます）
これでブラシツールなどで体
の部分だけ色がぬれます。
他のパーツをぬりたい時は、
そのつどレイヤーをきりかえ
てください。

顔や体に、細かい影などを入れたりするとき、一枚のレイヤーの中でブラシなど
を使うと、隣の色にも影の色が入ってしまうことがあります。
そんなときは、「体の色」「肌の色」など、それぞれの色ごとにレイヤーを分け
てみましょう。少し複雑ですが、慣れるとその後の作業がとても楽になります。

←というわけで、
『新しいレイヤーを作って』から
『それぞれのパーツを分けて』
塗ってみました。

→
レイヤーの名前を
ダブルクリックすると
名前をつけられます。




















